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要旨

目的：中高年及び高齢者のサプリメント使用に関する文献検討から現状と課題を明確にす

る．

研究方法：医学中央雑誌WEB版を用いて，「サプリメント」「高齢者」を検索用語とし，

原著論文，国内文献の過去20年間2002年～2021年の文献を検索した．該当した文献

は， 200件であった．そのうち，内容を精読し研究の内容に関連した129件を分析対

象論文とした．さらに，制度改正のあった2015年いこう

結果：サプリメントにおける現状と課題について【サプリメントの効果】，【サプリメント

の副作用】，【サプリメント利用者の特徴】，【手術管理への影響】，【薬剤師の役割】，

【サプリメント使用に関する実態調査】の 6つのカテゴリーに分類できた．

考察：運動や認知機能の改善を期待したサプリメント利用において，サプリメントの副作

用となりうる肝機能障害や肺炎，医薬品との飲み合わせによるものも報告されてい

ることが明らかとなった．また，手術を行う際には，サプリメント使用者の管理は

重要であることも明らかとなった．健康管理行動や，疲労回復などを願う場合，サ

プリメントを利用する人は多く，薬剤師の役割への期待や利用者へのサプリメント

教育を行っていく必要性が示唆された．
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Ⅰ．はじめに

　内閣府による令和 3年度（2021年度）版高齢社

会白書の報告によれば，1950年時点で 5 %に満た

なかった高齢化率は28.8％まで上昇している．こ

の超高齢社会の状況はしばらく続き2060年時点で

は約2.5人に 1人が65歳以上の高齢者となる見込

みである1）．家族と世帯について見てみると，65

歳以上のいる世帯は2021年現在，全世帯数の約半

数を占めており，夫婦のみの世帯が最も多く約 3

割を占め，単独世帯と合わせると約 6割となって

いる．このように，平均寿命は医療の進歩と生活

環境の改善により急速に伸びているが，健康寿命

の推移の変化は見られず，今後医療を必要とする

高齢者が増加して，医療や介護の費用の増大につ

ながる事が懸念されている．高齢者にとって，不

健康な期間の拡大は，個人や家族のQOLにも影

響することが明らかであり，国は高齢者に対する

健康寿命の延伸に重点を置き政策を講じている．

　高齢者の食生活についてまとめた，農林水産省

食育に関する平成30年意識調査報告書2）による

と，「健全な食生活を心がけている」と回答した

ものが 7～ 9割と高値であった．一方，「実際に，

主食・主菜・副菜がそろった栄養バランスの整っ

た食事をしている」と回答した人の割合は，食生

活への意識と比較して，低い割合となっている事

が報告されている．食生活と健康長寿の関係は，

高齢者にとって，身体的な健康を維持するばかり

ではなく，食を楽しむというQOLにも影響があ

る．高齢者の食生活の課題では，加齢変化に伴い

食への関心が乏しくなるに伴い，食事回数が減少

することや，一度の食の量が少ない事から，同じ

食品を食べる頻度も多く，食生活の乱れが生じる

事が推察される．

　近年では，ひとり暮らし高齢者の世帯が増加し

ているため，食生活の乱れをアドバイスしてくれ

る身近な存在のないことも深刻であり，それらが

引き起こす低栄養が問題となっている事が報告さ

れている3）．このような食生活を長期間続けるこ

とにより，低栄養状態になることも懸念されてい

る．高齢者の低栄養などの食生活の課題では，孤

食や加齢変化により筋量の減少から，外出行動な

どに影響を及ぼし，買い物アクセス困難状況を起

こす4）ことが報告されている．また，高齢者の

健康問題の特徴においては，複数の慢性疾患を抱

え，数種類の薬を飲んでいるも事も多く，くわえ

て，高齢化に伴い，膝などの骨関節痛など筋骨格

系に健康問題を抱えている高齢者も多い．このよ

うな高齢者の食生活の課題改善を目的とした栄養

補助食品（以下，サプリメント）を利用も増えて

いる．サプリメントは，コンビニや薬局などで手

軽に入手でき，現在は，テレビコマーシャルや広

告，SNSを通じて，サプリメントの情報を得るこ

とができる．一方，食事のバランスに課題を持つ

高齢者が，安易に食事の栄養を補うためにサプリ

メントを利用する事や，誤情報などによる健康被

害も懸念されている．また，基礎疾患のある高齢

者の処方薬との飲み合わせによっては副作用が出

る場合もあるにもかかわらず，医師や薬剤師への

報告がなされていない現状もあることが報告され

ている．

　さらに，少子高齢化社会において2012年に公表

された「健康日本21」では，健康寿命の延伸のみ

ならず，あらゆる世代の健やかな暮らしを支え，

健康格差を縮小させることが明記された．しかし

ながら，生活習慣病は，日本人の死亡原因の約 6

割を占めていることが分かっている．また，厚生

労働省が発表している「2010年国民健康・栄養調

査結果の概要」では40歳以降の男女とも糖尿病や

高血圧症などの生活習慣病をもつ人の割合は増加
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していることを報告している．中高年期である働

き盛り世代は，自覚症状がない生活習慣病に対す

る予防行動をとり，早期に自らの健康状態を自覚

しすることが重要になる5）．このように，高齢期

までに，生活習慣病の発生リスクに関する情報を

得ることはWHOが提唱している「自分自身の健

康に責任を持ち，軽度な身体の不調は自分で手当

てする」というセルフメディケーション推進に

とっても必要である5）．

　我が国では，2015年，国が安全性や有効性を審

査する「特定保健用食品」とは別に「機能性表示

食品」制度が開始され，企業責任で食品の包装に

健康への働きを表示できるようになった．また，

高齢者のインターネットの利用も増加傾向である

ことにより，高齢者が自身の健康に関心を示し，

サプリメントを身近に感じ，使用できる環境と

なった．しかしながら，先行研究においては，疾

病予防目的に使用することや医薬品との併用，健

康被害の報告も散見する6）本研究では，中高年

及び高齢者のサプリメント使用の現状と課題を，

文献を基に明らかにすることを目的とした．

Ⅱ．研究目的

　中高年及び高齢者のサプリメント使用に関する

文献検討を行い．現状と課題を明確にすることを

目的とした．

Ⅲ.研究方法

1 ．研究方法

　文献の収集については，医学中央雑誌WEB版

を用いて，「サプリメント」「高齢者」を検索用語

として解説 /特集，会議録を除いた原著論文，国

内文献の過去20年間（2002年～2021年）で文献

検索を行った．該当した文献は， 200件であった．

さらに，内容を精読し研究の内容に関連した129

件を年代別に推移を検討した .さらに，制度改正

が行われた2015年から現在までの73論文の内容分

析を行った．対象者が成人期や人を対象にしてい

ないものは対象除外論文とした．

2 ．用語の定義

　 1  ）中高年とは，本研究では，「45歳以上65歳

未満」とした7）．

　 2  ）機能性食品とは，「事業者の責任において，

科学的根拠に基づいた機能性を表示した食

品．販売前に安全性及び機能性の根拠に関す

る情報などが消費者庁長官へ届け出られたも

のとした．ただし，特定保健用食品とは異な

り消費者庁長官の個別の許可を受けたもので

はない．」とした8）．

　 3  ）サプリメントは，「栄養成分を補給又は特

別の保健の用途に適するものとして販売用に

提供する食品のうち錠剤，カプセル等通常の

食品の形態でないもの」とした3）．

3 ．分析方法

　キーワードから選出された129件の文献を精読

しサプリメント使用に関する結果から内容分析を

おこないカテゴリー化した . 

4 ．倫理的配慮

　内容分析では，文脈の意味を損ねないよう内容

の類似性に従って分類をおこなった．また，共同

研究者と検討を行い信頼性，妥当性の確保に努め

た．さらに，著作権に配慮した．

Ⅳ．結果

1 ．サプリメントに関する文献の年代別推移

　文献の年代別推移では，2002年から2021年の過

去20年間のサプリメント使用に関する現状や課題
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についての129件の文献を年代別に分析した．そ

の結果，2018・2019年の14件が最も多く，次いで

2015年13件，2014・2017年の12件であった．2006

年は 1件と最も少なかった．

2 ．サプリメントに関する文献の内容分析（表 2）

　過去 5年間の2105年から現在までの73論文の内

容分析を行った .文末に対象文献リストを示す .内

容分析を表 1に示す．サプリメント使用の目的の

現状と課題について，意味内容が類似した記述を

抽出しカテゴリー化した . 

　サプリメントにおける現状と課題についてのカ

テゴリーを【】で示す．

　分類されたカテゴリーは，【サプリメントの効

果】，【サプリメントの副作用】，【サプリメント利

用者の特徴】，【手術管理への影響】，【薬剤師の役

割】，【サプリメント使用に関する実態調査】の 6

つであった．

　 1）【サプリメントの効果】

　 　サプリメントの効果の中で膝関節や筋肉量に

関することや運動とサプリメントとの併用で効

果を示されたものが73件中16件と最も多かっ

た．次いで，認知機能への有効性に関するもの

が11件であった．さらに，リウマチや高血圧，

糖尿病などの慢性疾患に関するものが 7件で

あった．また，少数ではあるが性機能改善など

の男性特有なもの，美容など女性特有なものに

関するものがあった．

　 2）【サプリメントの副作用】

　 　肝機能障害や肺炎といった有害事象を含むサ

プリメントの副効果が 9件と多く，次いで医薬

品との飲み合わせによるものが 6件であった
15）.さらに，有害事象の中には，内服薬との多

剤併用に関する課題が 2件であった16．）

　 3 ）【サプリメント利用者の特徴】

　 　サプリメントの利用者の特徴は，ロコモ予防

が 1件であった .健康維持目的にサプリメント

を服用する高齢者やがんの代替補完療法として

利用していることや労働者の健康疲労回復のた

めに服用しているなどの報告もされている . 

　 4）【手術後管理への影響】

　 　手術後管理への影響では，手術前に使用して

いるが， 5件，手術後に投与することで手術後

の身体的回復へ影響があるが 5件であった．具

体的な内容では，手術を受ける前にサプリメン

トを投与することで術後に起こりうると考えら

れる合併症が予防できるといったものであっ

た．さらに，手術後に投与する場合は創傷治癒

促進への影響に期待し投与するものが 4件で

あった．

　 5）【薬剤師の役割】

　 　薬剤師の役割では，服用に関連した情報収集

が 4件であった．具体的な内容として，薬剤師

に利用者から健康被害や服用に関する相談があ

り専門職としての対応を行っていた．さらに，

薬剤師がサプリメントに関する知識が不足して

いる内容のものであった． 

　 6）【サプリメント使用に関する実態調査】

　 　サプリメント使用に関する実態調査では，サ

プリメント使用による実態調査が18件であっ

た．栄養士に対する栄養素に関する知識を問も

のが 1件であった．実態調査では，対象が一般

市民に向けて実施しているものがその多くを占

めていた．

Ⅴ．考察

　年代別文献数を概観すると，2003年健康食品に

かかる制度のあり方に関する検討会が発足し，そ

の後2008年から論文数が多くなっている．これ

は，糖尿病などの生活習慣病の有病者の増加しそ
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れを原因とする死亡者の増加が予測されことによ

る特定検診が開始されたことが背景にあると考え

られる．特定検診では，受診後に生活習慣病予備

軍に対して，保健指導が実施され，食事指導をは

じめとする健康教育が行われやめ，その影響があ

ると示唆された．さらに，健康寿命の延伸目的の

政策が各自治体で行われるようになりそれに関連

した研究がなされるようになったことも影響して

いると考えられる．さらに，2009年サプリメント

の取り扱いに関するガイドラインができ，大きく

関与していることが推察される． 

　サプリメントの効果については，具体的には，

サプリメントの内服が認知症の症状の改善や脳機

能の改善に効果があること9）や女性特有の症状

や美容関連におけるサプリメント内服が，中高年

女性の更年期を快適に過ごしQOLを改善・向上

させるために有効である12）事があげられた．さ

らに，≪男性の性機能≫では，名島らはサプリメ

ント毎日摂取した時の男性は性機能が改善すると

報告している．さらに，糖尿病や膝関節痛，認知

機能など生活習慣病や高齢化に伴い増加している

高齢者特有の疾患に関するものが多くみられたこ

とにより，利用者は，現在起こっている症状や悩

みに関してサプリメントの効果に期待し摂取して

いると考えられる． サプリメントの副作用では，

処方薬との飲み合わせによるものや多剤内服によ

る副反応が生じている現状が明らかになった．金

森らの研究によると健康食品・サプリメントと医

薬品の飲み合わせについては92名（83.6%）が「気

にしない」と回答した20）しているように持病に

対する内服薬があるにもかかわらず飲み合わせに

関心を寄せていない実態と同様であった．サプリ

メントの効果をポジティブにとらえることにより

その副作用にまで目が向けられていないことが示

唆された．

　サプリメント利用者の特徴は，労働時間が長い

労働者は予防的な疲労回復17）やがん患者は健康

に良いものを情報収集し摂取したい18）とサプリ

メント効果に期待している．さらに，副作用が出

現しているため内服を中止しようとしても中止す

ることが不安になり依存的な高齢者19）の報告が

ある．生田らの調査においても美容目的とした女

性では「美容・ダイエットに役立つ」ことに期待

する回答がある中で，健康維持目的のサプリメン

トメントの利用が「食事で不十分な栄養を補える」

46. 5 ％と，あくまでも食事を補完する栄養補給

の役割を重視する回答が約半数を占めたことが報

告された14）．さらに，高齢者の特徴でもある健康

に対する意識の高さやどうしても食い止めること

のできない加齢変化に伴う胃腸障害や筋骨格系の

衰えに対し，高齢者自身も健康の保持のために，

サプリメントへの期待は大きい .加えて，安全な

食品と認識している可能性もあるのではないかと

推察する．市民向け健康講座や，専門家の積極的

な介入によるサプリメント教育が正確な知識の提

供ができる場として今後重要になってくると考え

る．

　薬剤師は，処方された内服薬の服用方法や留意

点について患者指導を行っている．しかし，実際

には薬学的知識はあるものの，サプリメントに対

する知識が乏しいことにより情報提供ができてい

ない現状が明らかになった．そのため，利用者へ

の，薬剤師や医師，看護師など医療専門職が丁寧

に聞き取りを行うことにより疾患に対し処方され

ている内服薬との飲み合わせから引き起こされる

副作用の早期発見ができると考える．しかし医療

職であってもサプリメントに関する知識がなけれ

ば適切かつ効果的な患者指導につながらないと

いった課題がある．今後は，専門職者への教育的

支援も強化していく必要性も示唆されたと考えら
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れる．

　手術後への管理では，術後患者のサプリメント

投与が機能と再生に影響する10）ことなど≪術後

の栄養管理が身体に及ぼす影響≫ことが明らかに

なった．日常生活でバランスのとれた食事に毎日

サプリメントを摂取することは，高齢者にみられ

る栄養障害の改善に対しては有効であるなど食事

との併用による低栄養改善20）や寝たきりになっ

た高齢者が褥瘡を発生した場合の治癒促進を考慮

し栄養改善することを含めた低栄養改善による疾

病予防などが明らかになった．高齢者の栄養改善

では上記に記したようなサプリメント摂取を行っ

ている事例がほとんどであった．このことは，医

療の進歩にともない高齢化社会においても，高齢

者の手術が増加してきている現状がある中で，予

備能力が低く多くの疾病を有し合併症を起こした

場合，その後の生活に大きく影響していくことが

懸念される .したがって，高齢者は合併症発症予

防することがより重要な課題になると考える．く

わえて，高齢者は飲み合わせによる有害事象など

の知識が乏しい上に家族からの支援を受けにくい

ため自己判断によって飲用している可能性か高

い．より，正確な情報を入手できるような支援が

急務である．

　本研究は，中高年及び高齢者のサプリメント使

用に関する現状と課題を明確にすることであっ

た．運動や認知機能の改善を期待したサプリメン

ト利用において，サプリメントの副作用となりう

る肝機能障害や肺炎，医薬品との飲み合わせによ

るものも報告されていることが明らかとなった．

また，手術を行う際には，サプリメント使用者の

管理は重要であることも明らかとなった．健康管

理行動や，疲労回復などを願う場合，サプリメン

トを利用する人は多く，薬剤師の役割への期待

や，今後の更なる実態の把握の必要性が示唆され

た．

　さらに，本研究は，我が国の限られた研究によ

る動向と分析結果であり，医学系の検索に限った

ものであった．サプリメントは，医薬品ではない

ことから，今後の課題として，栄養学的な視点で

研究動向を分析していく必要がある．

Ⅵ．結論

1  ．サプリメント使用の理由は，自身の抱える身

体的問題に対しサプリメント使用することによ

り症状改善もしくは完治するのではないかと

いった期待を込めて服用している． 

2  ．現在の治療薬への悪影響があることの知識不

足により医師や薬剤師などの医療従事者への報

告を実施していない現状が明らかとなった．そ

のため，今後医療従事者のサプリメントに対す

る知識を得るための研修を増やすとともに患者

教育に取り入れる必要性がある．

3  ．利用者が選択する場合，適切な情報を基に選

択できるようサプリメントに関する正しい知識

の普及を目指し，今後は健康教育を実施してい

く必要があると考える．
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呈したと疑われた高齢女性の 2症例

河西 邦浩 , 香西 祥子 女性心身医学，22（2），
170-175，2017

67）

46 Medium-Chain Triglycerides in Combination with 
Leucine and Vitamin D Benefit Cognition in Frail Elderly 
Adults: A Randomized Controlled Trial

Abe Sakiko, Ezaki Osamu, Suzuki 
Motohisa

Journal  of  Nutr i t ional 
Science and Vitaminology，
63（2）, 133-140，2017

68）

47 未病の予防・治療を目指した機能性食品およびサプ
リメントの活用について　機能性食品の販売につい
て販売に携わっている薬局薬剤師の立場から

佐藤 慶王（池田）, 窪田 太郎 , 井
島 美佐緒他

日本未病システム学会雑
誌，23（2），48-51，2017

69）

48 酵母331株（SAMe含有）を配合したサプリメントに
よる変形性膝関節症ならびにその他関節症に対する
症例研究結果

三井 弘 , 三井 幸雄 医 学 と 薬 学，74（9），
1111-1118，2017

70）

49 Effect of supplement containing Silybum marianum 
extract,soy extract, collagen peptide, bifidobacteria and 
apple extract on skin: A randomized placebo-controlled, 
double-blind, parallel group comparative clinical study

Ishii Yuri, Okada Yumika, Matsuoka 
Sayuri et al.

Glycative Stress Research，
3（3）， 156-171，2016

71）

50 複合サプリメント（コンドロイチン，イチョウ葉エ
キス，GABA含有食品）の耳鳴り改善効果

木下 勝寿 , 堀川 麻子 , 國重 賢二他 医学と薬学，74（4），
479-482，2017
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51 EFFICACY OF SUPPLEMENT CONTAINING ARGININE 
AND CITRULLINE ON MALE SEXUAL FUNCTION IN 
HEALTHY JAPANESE: A RANDOMIZED, DOUBLE-
BLIND, PLACEBO-CONTROLLED STUDY

Najima Masatomo, Munekata 
Mitsuhiko, Kohiyama Ryo

診療と新薬， 53（12） ，
1136-1148，2016

73）

52 IMPROVEMENT IN COGNITIVE FUNCTION BY 
SUPPLEMENT CONTAINED PLASMALOGEN FOR 
HEALTHY JAPANESE: A RANDOMIZED, DOUBLE-
BLIND, PLACEBO-CONTROLLED STUDY

Najima Masatomo, Munekata 
Mitsuhiko, Nakano Takayuki et al.

診療と新薬，53（12），
1125-1135，2016

74）

53 日本の統合医療の利用状況インターネット調査を利
用して

石橋 由基 , 堀口 逸子 , 川南 公代他 厚生の指標，63（13），
25-30，2016

75）

54 Dietary supplement use and nosebleeds in hereditary 
haemorrhagic telangiectasia: an observational study

Chamali Basel, Finnamore Helen, 
Manning Richard et al.

IRDR: Intractable & Rare 
Diseases Research，5（2），
109-113，2016

76）

55 アンケート調査による変形性膝関節症に対する健康
補助食品の治療必要数

戸田 佳孝 整形・災害外科，59（9），
1255-1258，2016

77）

56 Efficacy of Ascorbic Acid（Vitamin C） and/N-Acetylcysteine
（NAC） Supplementation on Nutritional and Antioxidant 
Status of Male Chronic Obstructive Pulmonary Disease
（COPD） 

Pirabbasi Elham, Shahar Suzana, 
Manaf Zahara Abdul, et al

Patients Journal of 
Nutritional Science and 
Vitaminology, 62（1），
54-61，2016

78）

57 Long-term effects of exercise and amino acid supplementation 
on muscle mass, physical function and falls in community-
dwelling elderly Japanese sarcopenic women: A 4 -year 
follow-up study

Kim Hunkyung, Suzuki Takao, Saito 
Kyoko et al

Geriatrics & Gerontology 
International，16（2）， 
175-181，2016

79）

58 水酸化マグネシウムおよびグロビン蛋白分解物配合
食品の I度高血圧者に対する 8週間摂取による降圧
効果　プラセボ対照無作為化二重盲検並行群間比較
試験

福濱 千津子 , 霍田 りか , 福原 育夫 薬理と治療，44（1）， 
e101-111，2016

80）

59 Changes in arterial stiffness and nitric oxide production 
with Chlorella-derived multicomponent supplementation 
in middle-aged and older individuals

Otsuki Takeshi, Shimizu Kazuhiro, 
Maeda Seiji

Journal of Clinical 
Biochemistry and 
Nutrition，57（3）， 228-
232，2015

81）

60 Effect of branched-chain amino acid supplementation 
on functional liver regeneration in patients undergoing 
portal vein embolization and sequential hepatectomy: a 
randomized controlled trial

Beppu Toru, Nitta idetoshi, Hayashi 
Hiromitsu et al

Journal of 
Gastroenterology，50
（12），1197-1205，2015

82）

61「にんにく卵黄」による薬剤性肺障害と考えられた
1例

鈴木 慎太郎 , 田中 明彦 , 岸野 康成
他 [大木 ]

気管支学，38（2）， 118-
124，2016

83）

62 入院患者におけるサプリメントの摂取状況および医
療用医薬品との相互作用リスク評価

國領 俊之 , 山本 優子 , 中田 真希子
他

日本病院薬剤師会雑誌，
52（4），418-422，2016

84）

63 直腸切断術後の会陰部し開創に対してアバンドが奏
功した 1例

矢野 将嗣 , 岡本 有三 , 奥田 浩他 広島医学，68（10），524-
526，2015

85）

64 凍結乾燥ミミズエキス含有サプリメントによる動脈
硬化改善効果の検討

穴水 聡一郎 , 長屋 直樹 , 藤 純一郎
他

日本東洋医学雑誌，66
（4），275-281，2015

86）

65 Crab-induced late food allergy following Glucosamine 
Chondroitin supplement use

Tsukagoshi Hideo アレルギーの臨床，35
（9），888-891，2015

87）

66 在宅療養をしていた終末期がん患者の食事と補完代
替療法に関する遺族調査

佐藤 友亮 , 新城 拓也 , 石川 朗宏他 Palliative Care Research，
10（1），162-167，2015

88）

67 代替医療の利用状況・長所・主観的肯定的変化　慢
性疾患患者の視点から

湯川 慶子 , 津谷 喜一郎 , 石川 ひろ
の他

薬理と治療，43（1），
71-84，2015

89）
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68 Two randomized controlled studies comparing the 
nutritional benefits of branched-chain amino acid 
（BCAA） granules and a BCAA-enriched nutrient mixture 
for patients with esophageal varices after endoscopic 
treatment

SakaiYoshiyuki, Iwata Yoshinori,
Enomoto Hirayuki et al.

Journal of 
Gastroenterology，50（1），
109-118，2015

90）

69 料理ベースの写真付き iPhone・iPad対応食事診断ア
プリケーションの有用性

野坂 咲耶 , 光岡 佑奈 , 高井 なつみ
他

日本未病システム学会雑
誌，21（1），7-20，2015

91）

70 コンドロイチン含有サプリメントが原因と考えられ
た薬剤性肺障害の 1例

里村 剛 , 緒方 賢一 気管支学，37（2），214-
218，2015

92）

71 金時生姜含有加工食品（サプリメント）の肥満予防
効果

林田 学 , 名嶋 真智 , 棟方 盛彦他 診療と新薬，52（1），
69-79，2015

93）

72 サプリメント（金時しょうが）による薬物性肝障害
の 1例

鈴木 悠平 , 山崎 勇一 , 橋爪 洋明
他 , 大山 達也

日本消化器病学会雑誌，
112（1），108-114，2015

94）

73 青花サプリメントによる薬剤性肺炎が疑われた 1例 三雲 大功 , 大島 司 , 大内 洋他 日本胸部臨床，74（3），
336-341，2015

95）
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表２　サプリメントによる効果の具体的な内容

カテゴリー 総数 サブカテゴリー 総数 具体的な内容 対象文献

サプリメントの
効果 46

膝・筋肉系に関連した内容 11
筋肉量増加 4）24）28）
膝・関節への効果 9）44）48）55）
運動併用における機能改善 3）16）36）57）

認知機能に関連した内容 7 認知機能改善 7）12）26）29）40）
46）52）

慢性疾患に関する内容 5
リウマチ 15）
高血圧 58）
動脈硬化改善効果 25）59）64）

栄養状態に関する内容 4 栄養状態の改善
口腔障害者への栄養状態改善

35）56）63）
17）

女性特有の症状に関する内容 2
冷え症 72）
アンチエイジング効果 34）

がんに関連した内容 3
がん患者への栄養補給 20）73）
代替医療の利用状況 67）

血液系症状に関する内容 2 貧血 19）54）
消化器症状に関する内容 1 腸内環境 47）
皮膚に関する内容 1 皮膚状態の改善 49）

男性特有症状に関する内容 1 性機能改善 51）

その他
7 不快症状の改善 1）5）9）11）22）23）

50）
2 食生活との関連 3）43）

副作用 8
有害事象 5

肺炎や肺障害 61）71）
肝臓障害 76）
多剤併用 33）45）

飲み合わせによるもの 3
食事との影響 65）
医薬品との関連 42）62）

手術管理への
影響 7

手術前に影響する内容 6 術前投与の術後副作用出現予防効果 2）21）8）32）37）68）
手術後に影響する内容 1 術後栄養改善が治癒過程に影響 60）

薬剤師の役割 3
服用に関連した情報収集 2 健康被害についてや使用に関する相談 6）14）

教育の必要性 1 知識不足 38）

サプリメント
利用者の特徴 2

サプリメントメント効果に期待 1 期待するがん患者　 41)
健康維持目的 1 ロコモ予防 30）

使用の実態 8 利用者に向けた実態調査 8 サプリメント使用に関する調査 13）10）18）27）39）
53）66）70）


